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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】部屋の中を見られることなく、外部の光を家屋
の中に取り入れることができるプライバシーの保護を向
上させたカーテンレール又は取付式カーテンレールおよ
びこれらに用いられるカーテンを提供する。
【解決手段】建物の開口部５０の上部近傍にほぼ水平に
位置するように固定されるレール本体２と、レール本体
２に移動自在に嵌装されると共に、カーテン６０の上部
を支持する複数のカーテン支持手段と、を有するカーテ
ンレール１であって、レール本体２は、開口部５０から
離間する方向へ曲げられた離間部２１が形成される。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　建物の開口部の上部近傍にほぼ水平に位置するように固定されるレール本体と、前記レ
ール本体に移動自在に嵌装されると共に、カーテンの上部を支持する複数のカーテン支持
手段と、を有するカーテンレールであって、
　前記レール本体は、前記開口部から離間する方向へ曲げられた離間部を有することを特
徴とするカーテンレール。
【請求項２】
　前記開口部に対する前記離間部の傾斜は、前記離間部のうち前記開口部から最も遠い部
分を境界として、いずれか一方の傾斜が他方の傾斜より大きく形成されていることを特徴
とする請求項１記載のカーテンレール。
【請求項３】
　請求項１又は２記載のカーテンレールに取り付けられるカーテンであって、
　光を反射する第１の反射材を前記開口部側の面に有することを特徴とするカーテンとカ
ーテンレールの組み合わせ。
【請求項４】
　請求項１又は２記載のカーテンレールに取り付けられるカーテンであって、
　光を反射する第２の反射材を前記開口部とは反対側の面に有することを特徴とするカー
テンとカーテンレールの組み合わせ。
【請求項５】
　前記第１の反射材または第２の反射材は、反射した光が模様を表すように形成されてい
ることを特徴とする請求項３又は４記載のカーテンとカーテンレールの組み合わせ。
【請求項６】
　建物の開口部分の上部近傍にほぼ水平に位置するように固定されるカーテンレールに固
定可能な取付式カーテンレールであって、
　前記開口部から離間する方向へ曲げられた離間部を有する取付式レール本体と、
　前記取付式レール本体を前記カーテンレールに固定する固定手段と、
　前記取付レール本体に移動自在に嵌装されると共に、カーテンの上部を支持する複数の
カーテン支持手段と、
を具備することを特徴とする取付式カーテンレール。
【請求項７】
　前記離間部は、前記取付式レール本体の少なくとも一端側近傍に形成されることを特徴
とする請求項６記載の取付式カーテンレール。
【請求項８】
　前記開口部に対する前記離間部の傾斜は、前記離間部のうち前記開口部から最も遠い部
分を境界として、いずれか一方の傾斜が他方の傾斜より大きく形成されていることを特徴
とする請求項６又は７記載の取付式カーテンレール。
【請求項９】
　請求項６ないし８のいずれかに記載の取付式カーテンレールに取り付けられるカーテン
であって、
　光を反射する第１の反射材を前記開口部側の面に有することを特徴とするカーテンと取
付式カーテンレールの組み合わせ。
【請求項１０】
　請求項６ないし８のいずれかに記載の取付式カーテンレールに取り付けられるカーテン
であって、
　光を反射する第２の反射材を前記開口部とは反対側の面に有することを特徴とするカー
テンと取付式カーテンレールの組み合わせ。
【請求項１１】
　前記第１の反射材または第２の反射材は、反射した光が模様を表すように形成されてい
ることを特徴とする請求項９又は１０記載のカーテンと取付式カーテンレールの組み合わ
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せ。
【請求項１２】
　ハンガー等を引っ掛けて吊持可能な吊持手段を具備することを特徴とする請求項１又は
２記載のカーテンレール。
【請求項１３】
　ハンガー等を引っ掛けて吊持可能な吊持手段を具備することを特徴とする請求項６ない
し８のいずれかに記載の取付式カーテンレール。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、採光性を改良したカーテンレール、取付式カーテンレールおよびこれらに
用いられるカーテンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、家屋等の中と外とを繋ぐ窓や出入り口等の開口部５０には、プライバシーの保護
や、遮光等を考慮して、カーテン６０を取り付けるのが通常である（図１参照）。このカ
ーテン６０は、図２に示すように、家屋の開口部５０の上部近傍にほぼ水平に位置するよ
うに固定される直線状のレール本体７１と、レール本体７１に移動自在に嵌装されると共
に、カーテン６０の上部を支持する複数のカーテン支持手段と、を有するカーテンレール
７０によって、開閉可能に取り付けられる（例えば、特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１４１９６５（図１、図３）
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のカーテンレール７０は、家屋の開口部５０に対し、水平かつ直線
状に形成されるため、外部から光を少しだけ家屋の中に取り入れる場合であっても、カー
テン６０を開けると部屋の中が見えてしまい、プライバシー保護の観点で問題があった。
【０００５】
　そこで本考案は、部屋の中を見られることなく、外部の光を家屋の中に取り入れること
ができるカーテンレール又は取付式カーテンレールおよびこれらに用いられるカーテンを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本考案のカーテンレールは、建物の開口部の上部近傍にほ
ぼ水平に位置するように固定されるレール本体と、前記レール本体に移動自在に嵌装され
ると共に、カーテンの上部を支持する複数のカーテン支持手段と、を有するカーテンレー
ルであって、前記レール本体は、前記開口部から離間する方向へ曲げられた離間部を有す
ることを特徴とする。
【０００７】
　この場合、前記開口部に対する前記離間部の傾斜は、前記離間部のうち前記開口部から
最も遠い部分を境界として、いずれか一方の傾斜が他方の傾斜より大きく形成されている
方が好ましい。また、ハンガー等を引っ掛けて吊持可能な吊持手段を具備する方が好まし
い。
【０００８】
　また、本考案のカーテンとカーテンレールの組み合わせは、本考案のカーテンレールに
取り付けられるカーテンであって、光を反射する第１の反射材を前記開口部側の面に有す
ることを特徴とする。
【０００９】
　また、本考案の別のカーテンとカーテンレールの組み合わせは、本考案のカーテンレー
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ルに取り付けられるカーテンであって、光を反射する第２の反射材を前記開口部とは反対
側の面に有することを特徴とする。
【００１０】
　この場合、前記第１の反射材または第２の反射材は、反射した光が模様を表すように形
成されている方が好ましい。
【００１１】
　また、本考案の取付式カーテンレールは、建物の開口部分の上部近傍にほぼ水平に位置
するように固定されるカーテンレールに固定可能な取付式カーテンレールであって、前記
開口部から離間する方向へ曲げられた離間部を有する取付式レール本体と、前記取付式レ
ール本体を前記カーテンレールに固定する固定手段と、前記取付レール本体に移動自在に
嵌装されると共に、カーテンの上部を支持する複数のカーテン支持手段と、を具備するこ
とを特徴とする。
【００１２】
　この場合、前記離間部は、前記取付式レール本体の少なくとも一端側近傍に形成される
方が好ましい。また、前記開口部に対する前記離間部の傾斜は、前記離間部のうち前記開
口部から最も遠い部分を境界として、いずれか一方の傾斜が他方の傾斜より大きく形成さ
れている方が好ましい。また、ハンガー等を引っ掛けて吊持可能な吊持手段を具備する方
が好ましい。
【００１３】
　また、本考案のカーテンと取付式カーテンレールの組み合わせは、取付式カーテンレー
ルに取り付けられるカーテンであって、光を反射する第１の反射材を前記開口部側の面に
有することを特徴とする。
【００１４】
　また、本考案の別のカーテンと取付式カーテンレールの組み合わせは、取付式カーテン
レールに取り付けられるカーテンであって、光を反射する第２の反射材を前記開口部とは
反対側の面に有することを特徴とする。
【００１５】
　この場合、前記第１の反射材または第２の反射材は、反射した光が模様を表すように形
成されている方が好ましい。
【考案の効果】
【００１６】
　請求項１，２記載の考案によれば、カーテンを離間部の下方まで開けると、カーテンと
開口部（窓や出入り口）との間を広げることができるので、光を部屋（家屋）の中に取り
込むことができる。また、この際、カーテンは、離間部の下方に位置するので、開口部（
窓や出入り口）の外側から見ても、ほとんどカーテンは開いておらず、部屋の中を見るこ
とはできないため、プライバシーの保護を向上することができる。
【００１７】
　請求項６，７，８記載の考案によれば、従来のカーテンレールに簡易に取り付けること
ができると共に、請求項１，２記載の考案と同様、プライバシーの保護を図りつつ、光を
部屋の中に取り込むことができる。
【００１８】
　請求項３，４，９，１０記載の考案によれば、光を反射する第１の反射材又は第２の反
射材を用いるので、効率よく光を部屋（家屋）の中に取り込むことができる。
【００１９】
　請求項５，１１記載の考案によれば、第１の反射材または第２の反射材を、反射した光
が模様を表すように形成するので、部屋（家屋）の中に取り込む光に装飾的効果を持たせ
ることができる。
【００２０】
　請求項１２，１３記載の考案によれば、ハンガー等を引っ掛けて吊持可能な吊持手段を
具備するので、ちょっとした洗濯物等を吊しておくのに便利である。
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【考案を実施するための最良の形態】
【００２１】
　上記目的を達成するために、本考案のカーテンレール１は、図３ないし図５に示すよう
に、建物の開口部５０、例えば窓や出入り口の上部近傍にほぼ水平に位置するように固定
されるレール本体２と、レール本体２に移動自在に嵌装されると共に、カーテン６０の上
部を支持するカーテン支持手段３と、で主に構成される。
【００２２】
　レール本体２は、図３、図４に示すように、家屋や建物の開口部５０（窓や出入り口）
から離間する方向へ曲げられた離間部２１が形成される。また、レール本体２は、カーテ
ン６０を支持することのできる強度を有すればどのような材料で形成しても良いが、例え
ば、アルミニウム等の金属や木材、プラスチック等を用いることができる。
【００２３】
　この離間部２１は、カーテンレール１に取り付けるカーテン６０が１枚の場合には、レ
ール本体２の少なくとも一端側近傍に形成される方が好ましい。また、家屋や建物の開口
部５０（窓や出入り口）に対する離間部２１の傾斜は、開口部５０（窓や出入り口）から
最も離れている部分を境界として、レール本体２の端部に近い側の傾斜が遠い側の傾斜よ
り大きく形成される方が好ましく、例えば、への字状に湾曲して形成される。すなわち、
閉められているカーテンを開ける際に、カーテンレール１の空ける側の部分の傾斜が、開
口部の面に対して、なるべく垂直方向かそれ以上（換言すると、しの字状）に湾曲してい
る方が良い。これにより、光を取り入れつつ、家屋の外側から内部を隠すことができる。
【００２４】
　また、カーテンレール１に取り付けるカーテン６０が２枚の場合には、図５に示すよう
に、レール本体２の中央に形成される方が好ましい。この場合、建物の開口部５０（窓や
出入り口）に対する離間部２１の傾斜は、開口部５０（窓や出入り口）から最も離れてい
る部分（以下、最離間部２２と称す）を境界として、いずれか一方を他方に比べて大きく
傾斜させるように形成しても良いし、最離間部２２を境界として、くの字のような面対称
に形成しても良い。
【００２５】
　カーテン支持手段３は、カーテン６０の上部を支持すると共に、レール本体２に移動自
在に嵌装できるものであれば、どのような構造でも良い。例えば、図６に示すように、レ
ール本体２の下方に延出する２つの側片３１と、この側片３１の下端部から２つの側片３
１同士が対向する側に延出する２つの下片３２とによって、レール本体２の長手方向に開
口路を有する溝が形成されている場合には、カーテン支持手段３を、カーテン６０の上部
を支持する環状のカーテン支持部３５と、溝内で下片３２の上部を移動自在に回転する回
動部３６、例えば車輪とで構成することができる。また、レール本体２が丸棒状のもので
ある場合には、カーテンの上部を支持する環状のカーテン支持部と、丸棒に嵌装可能な環
状の嵌装部とで構成すれば良い。また、カーテン支持手段３は、カーテン６０を支持する
ことのできる強度を有すればどのような材料で形成しても良いが、例えば、アルミニウム
等の金属や木材、プラスチック等を用いることができる。
【００２６】
　また、カーテンレール１に、ハンガー等を引っ掛けて吊持することができる吊持手段を
形成しても良い。この場合、例えば、側片３１の下部を更に延出させた垂下片を形成し、
この垂下片に１以上の貫通孔（吊持手段）を形成すれば良い。この場合、貫通孔の径の大
きさは、ハンガーを引っ掛けることのできる大きさ以上、例えば３mm以上に形成する。
【００２７】
　カーテンレール１をこのように構成することにより、図５に示すように、カーテン６０
を離間部２１の最離間部２２の下方まで開けると、カーテン６０と開口部５０（窓や出入
り口）との間を広げることができるので、光を部屋（家屋）の中に取り込むことができる
。また、この際、カーテン６０は、離間部２１の最離間部２２の下方に位置するので、開
口部５０（窓や出入り口）の外側から見ても、ほとんどカーテン６０は開いておらず、部
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屋の中を見ることはできないため、プライバシーの保護を向上することができる。
【００２８】
　また、本考案の取付式カーテンレール１１は、建物の開口部５０の上部近傍にほぼ水平
に位置するように固定される通常のカーテンレール７０に固定可能な取付式カーテンレー
ルであって、開口部５０から離間する方向へ曲げられた離間部１２１を有する取付式レー
ル本体１２と、取付式レール本体１２をカーテンレール７０に固定する固定手段１４と、
取付式レール本体１２に移動自在に嵌装されると共に、カーテン６０の上部を支持する複
数のカーテン支持手段と、で主に構成される。
【００２９】
　取付式レール本体１２は、図７、図８に示すように、建物の開口部５０（窓や出入り口
）から離間する方向へ曲げられた離間部１２１が形成される。また、取付式レール本体１
２は、カーテン６０を支持することのできる強度を有すればどのような材料で形成しても
良いが、例えば、アルミニウム等の金属や木材、プラスチック等を用いることができる。
【００３０】
　この離間部１２１は、取付式カーテンレール１１に取り付けるカーテン６０が１枚の場
合には、取付式レール本体１２の少なくとも一端側近傍に形成される方が好ましい。また
、建物の開口部５０（窓や出入り口）に対する離間部１２１の傾斜は、開口部５０（窓や
出入り口）から最も離れている部分を境界として、取付式レール本体１２の端部に近い側
の傾斜が遠い側の傾斜より大きく形成される方が好ましく、例えば、への字状に湾曲して
形成される。すなわち、閉められているカーテンを開ける際に、取付式カーテンレール１
１の開ける側の部分の傾斜が、開口部の面に対して、なるべく垂直方向かそれ以上（換言
すると、しの字状）に湾曲している方が良い。これにより、光を取り入れつつ、家屋の外
側から内部を隠すことができる。
【００３１】
　また、カーテンレール１に取り付けるカーテン６０が２枚の場合には、レール本体２の
中央付近に形成される方が好ましい。この場合、建物の開口部５０（窓や出入り口）に対
する離間部１２１の傾斜は、開口部５０（窓や出入り口）から最も離れている部分（以下
最離間部１２２と称す）を境界として、いずれか一方を他方に比べて大きく傾斜させるよ
うに形成しても良いし、最離間部１２２を境界として、くの字のような面対称に形成して
も良い。
【００３２】
　固定手段１４は、取付式レール本体１２を通常のカーテンレール７０に固定することが
できるものであればどのようなものでも良いが、例えば、図７、図８に示すように、取付
式レール本体１２の長手方向両端部から延出し、通常のカーテンレール７０を挟持するよ
うに形成すれば良い。この場合、図９（ａ）、（ｂ）に示すように、開口部５０（窓や出
入り口）に既に取り付けられている通常のカーテンレール７０の上部を覆う上片部１４１
と、上片部１４１から垂下しカーテンレール７０を挟持可能な二つの挟持片１４２とで構
成される断面コ字状の嵌合部１４３を形成すれば良い。この場合、挟持片１４２は、カー
テンレール７０を確実に挟持できるように弾性力を付勢する方が好ましく、更に、挟持片
１４２の対向する側へ突出し、カーテンレール７０の下部を係止する係止部１４４を形成
する方が好ましい。これにより、取付式カーテンレール１１を従来からある通常のカーテ
ンレール７０に簡単に取り付けることができる。なお、固定手段１４は、取付式レール本
体１２の全長に渡って形成するか、あるいは、取付式レール本体１２の複数の箇所に分け
て形成すれば良い。更に、固定手段１４は、ねじ等の締結手段によって固定するものであ
っても勿論良い。
【００３３】
　また、取付式カーテンレール１１に、ハンガー等を引っ掛けて吊持することができる吊
持手段を形成しても良い。この場合、例えば、挟持片１４２の下部を更に延出させた垂下
片１４５を形成し、この垂下片１４５に１以上の貫通孔１４６（吊持手段）を形成すれば
良い。この場合、貫通孔１４６の径の大きさは、ハンガーを引っ掛けることのできる大き
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さ以上、例えば３mm以上に形成する。なお、貫通孔１４６を、取付式カーテンレール１２
の側部に形成することも勿論可能である（図７参照）。
【００３４】
　カーテン支持手段１３は、カーテン６０の上部を支持すると共に、取付式レール本体１
２に移動自在に嵌装できるものであれば、どのような構造でも良く、例えば、図６に示す
カーテン支持手段３と同様に形成することができる。
【００３５】
　取付式カーテンレール１１をこのように構成することにより、通常のカーテンレール７
０が既に取り付けられている場合であっても、簡単に本考案の取付式カーテンレール１１
を取り付けることができる。また、カーテン６０を離間部１２１の最離間部１２２の下方
まで開けると、カーテン６０と開口部５０（窓や出入り口）との間を広げることができる
ので、光を部屋（家屋）の中に取り込むことができる。また、この際、カーテン６０は、
離間部１２１の最離間部１２２の下方に位置するので、開口部５０（窓や出入り口）の外
側から見ても、ほとんどカーテン６０は開いておらず、部屋の中を見ることはできないた
め、プライバシーの保護を向上することができる。
【００３６】
　また、本考案のカーテン６０は、上述した本考案のカーテンレール１又は取付式カーテ
ンレール１１に用いられるカーテンであって、光を反射する反射材をカーテン６０の開口
部５０側の面に形成したものである。この場合、少なくとも反射材（第１の反射材）は、
カーテンをカーテンレール１又は取付式カーテンレール１１に取り付けた際に、離間部１
２１が形成されている側の端部近傍に形成されていれば良い。これにより、カーテン６０
を離間部１２１に移動させると、外の光が反射材によって家屋の内部に反射されるので、
少しカーテン６０を開けるだけで、多くの光を部屋（家屋）の中に取り込むことができる
。
【００３７】
　また、カーテンレール１又は取付式カーテンレール１１にカーテン６０を２枚取り付け
る場合には、離間部１２１が形成されていない側に取り付けられているカーテン６０に、
開口部５０（窓や出入り口）とは反対側の面に光を反射する反射材（第２の反射材）を更
に形成する方が好ましい。これにより、反射材（第１の反射材）によって反射された光を
反射材（第２の反射材）によって確実に部屋（家屋）の中に取り込むことができる。
【００３８】
　また、第１の反射材および第２の反射材の少なくとも一方は、反射した光が模様を表す
ように形成されている方が好ましい。この場合、反射材の形状によって、反射する光を模
様にしたり、あるいは、色付きの反射材を用いて、反射する光に色を付けることにより模
様したりすることができる。これにより、部屋（家屋）の中に取り込む光に装飾的効果を
持たせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】従来のカーテンレールの取付態様を示す概略斜視図である。
【図２】従来のカーテンレールの使用態様を示す概略斜視図である。
【図３】本考案のカーテンレールの取付態様を示す概略斜視図である。
【図４】本考案のカーテンレールを示す概略斜視図である。
【図５】本考案のカーテンレールの使用態様を示す概略斜視図である。
【図６】本考案のカーテンレールを示す概略断面図である。
【図７】本考案の取付式カーテンレールを示す概略斜視図である。
【図８】本考案の取付式カーテンレールの取付態様を示す概略斜視図である。
【図９】本考案のカーテンレールを示す概略断面図である。
【符号の説明】
【００４０】
　　１　カーテンレール
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　　２　レール本体
　　３　カーテン支持手段
　１１　取付式カーテンレール
　１２　取付式レール本体
　１３　カーテン支持手段
　１４　固定手段
　２１　離間部
　５０　開口部
　６０　カーテン
　７０　カーテンレール
１２１　離間部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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